
 

京都大学中国語学研究会（第 3 回主催研究会）・STL 科研 主催 

 

第 2回Workshop: 閩語史的新視角 
 

日時：2023 年 8 月 12 日土曜日 13 時〜17 時 

場所：京都大学吉田南構内・吉田南総合館・南棟 334 室 

（次の URL内 86番・三階）https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r-ys 

＊当日は建物が施錠してあり、自由に出入りできません。参加ご希望の方は、事前に下記連絡先

にご連絡ください。 

第一部 

13:10 – 14:10 

沈瑞清（国立シンガポール大学）・曾南逸（中山大学） 

「原始闽语的两类央元音与上古汉语的之」 

14:15 – 15:00 

コメント：秋谷裕幸（愛媛大学法文学部） 

討論 

 

休憩 15 分 

 

第二部 

15:15 — 16:15 

盛益民（復旦大学）・黄瑞玲 

「删略机制与疑问代词的循环演变：基于闽语的考察」 

16:20 – 17:05 

コメント：松江崇（京都大学人間環境学研究科） 

討論 

 

＊Zoom によるオンラインでの参加も可能ですが、必ず事前に下記連絡先まで、「氏名・所

属・専門分野・メールアドレス」をご知らせいただき、申請の手続きをしてください。承認

後に参加用の URL をお送りいたします。 

連絡先 

京大中国語学研究会 kyoto.ling.chinese■gmail.com（■を@に代える） 

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r-ys

